
令和 6 年 12 月 25 日

学校終了後 14 時 00 分から 17 時 30 分まで あり

学校休業日 10 時 15 分から 17 時 20 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節行事：お正月遊び、節分、ひな祭り、子どもの日、七夕、盆踊り、ハロウィン、クリスマスなどを取り入れた製
　　　　　作活動や療育活動
季節のお出かけ：桜、ひまわり畑、コスモス畑、紅葉、イチョウなど季節を感じれる場所へ行きます。思い出作りも
　　　　　　　　大切にします。
お花見、ミニ夏祭り（ミニ縁日）、クリスマス等で簡単おやつ作り

家族支援

送迎時に家庭や学校の様子を確認し、療育活動へ
の関わりにつなげます。
６か月に１回以上のモニタリングでお子さんの成
長や課題について保護者と話し合い、子どもだけ
でなく保護者の不安やしんどさを聞き取り支援し
ていきます。
療育活動の様子や頑張ったこと、成功体験を保護
者へお伝えし希望と励ましを届けます。
利用時に気になる事があればすぐに保護者へ報告
し、聞き取り、確認を行います。
子どもの発達上の課題と気づきを促し、家庭と連
携してその後の支援に繋げます。

移行支援

保護者が数年後の子どもの姿をイメージ
できるようにします。
具体的な移行を想定した子どもの発達の
評価を行い、クリアする必要のある課題
について話し合います。
保護者、子どもそれぞれの意向を確認し
ていきます。
状況の共有を行います。

地域支援・地域連携

地域の公園や公共施設を利用し、地域資源を活用
します。
学校や相談支援事業所、他の福祉事業所、民生児
童委員、社協と連携し包括的な支援体制を整えま
す。
地域にある事業所であること周知していき、地域
の防災訓練に参加し、災害時の対応力を高めてい
きます。

職員の質の向上

定期的な研修への参加。外部研修の情報
収集、研修参加により最新の知識と子ど
もの特性に応じた対応など実践的なスキ
ルを学び、職員の質の向上に努めていま
す。
療育活動を通じて職員間の協力体制とき
ずなを深めています。
働きやすい環境の整備やワークライフバ
ランスの推進に努め職員のストレス軽減
に努めています。

支　援　内　容

来所時、送迎時に保護者や学校に体調の確認を行い、職員に共有します。
事業所到着時は検温、手洗い、うがい、消毒で病気予防を意識付けていきます。
看護師の配置により、体調の管理、体調不良の早期発見に努めています。
身だしなみや食事マナー、トイレトレーニング、歯磨きなど基本的な生活スキルを身につけるよう支援します。
お出かけ時の交通安全や防災訓練を通して日常の安全意識を高めます。
カームダウンルームやスヌーズレン、音楽を活用したリラクゼーションにより感情のコントロールを身につけ心の健
康も支援します。
子どもに応じた身辺の自立に向けた支援を行います。

触覚を刺激する遊びや、バランスボールを使った活動で感覚統合やバランス感覚を鍛えていきます。
音楽に合わせた振り付けやダンス、楽器を使ったリズム遊びでリズム感とみんな一緒に行うことの楽しさを積み重ね
音楽の楽しさや体を動かすことの楽しさを養います。
お出かけを通じ、四季を感じ自然と触れ合い、楽しみながら体力と感性を養います。
正しい姿勢の保ち方、正しく座ることを身につけられるよう支援します。

本
人
支
援

パズルや知育玩具を使い、記憶力や手先を使う事を意識して支援します。
個別のプリント学習や宿題のサポートで学習に臨む気持ちを高めたり、基礎的な学習能力を維持できるよう努めま
す。
療育活動の際に役割を持って参加する事でコミュニケーションや協力の仕方を学びます。
タイマーの活用により、時間感覚や自己調整能力を身につくよう支援します。
スモールステップで小さな目標を立て、達成感を味わう事で自尊心を向上させていきます。

日常会話の正しい言葉の使い方やその場に合った言葉やコミュニケーションがとれるよう支援します。
発語が難しい場合、絵カードや文字カード、手話、ジェスチャーなど本人の表現しやすい方法を見つけていきます。
相手の話が理解でき、自分の気持ちを伝えられるよう支援します。
円滑なコミュニケーションがとれるようになり、ストレスの少ない生活が送れるように支援します。

挨拶や感謝「ありがとう」や謝意「ごめんなさい」が伝えられ、人との気持ちの良い関わり方が出来るようにしま
す。
誰からも愛され、可愛がられ、気にかけてもらい、困った時には助けてもらえる人を目標にします。
制作活動やグループゲームを通じて友だちとのやり取りを楽しみながらチームワークと協調性を育みます。
成功体験の共有や相手を思いやりサポートをする事、友達をほめたり、感謝されることで自己肯定感を高め、互いの
成長へ繋げます。

支援方針

様々な障害特性を持った子どもたちが集まり、みんな一緒に療育活動を楽しめるよう支援します。
子どもたちの個々の特性を理解し、知的・身体機能に合わせた療育活動に取り組んでいます。
職員や子ども同士の関わりからコミュニケーション能力や体力面の成長を促し、体験や経験を積み重ね将来へ向けた
支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無 ※車いす・バギーも対応

※日曜日、12月31日～１月3日は休業日です

法人（事業所）理念
様々な障害特性を持った子ども、車いす・バギーユーザーの子ども、医療的ケア児を分け隔てなく受け入れます。
安心・安全に過ごせる居場所であり、失敗したり落ち込んだりしても立ち直る事の出来るしやかな心の育成、相手を
思いやる優しい心の育成に重点をおいています。

事業所名 放課後デイゆりのき 作成日【支援プログラム】


